シフト表自動作成・割り当て・計算VBA　“ほぼ”再現プロンプト

（※このプロンプトは、スタートラインです。ここから出てきたコードをコピペして、AIに入力して修正・改善・微調整されたものが、現在、配布されたものになります）

 AIへのお願い（プロンプト）
1.全体像を伝える
何を作りたいか： 保育園の職員シフト表を、Excelで自動作成・計算するツールを作りたいです。Excel VBA（マクロ）を使って、職員の勤務パターンを自動的に割り当てる仕組みを作ってください。

2.構造を整理する
【全体の機能】
1. 基本設定機能
· 職員数（例：15名）
· 対象月（例：10月）
· シフト表の日数（28～31日）
· 休園日・行事日の設定
· シフトパターンの種類（A、B、Cなど）と各パターンの最低・最大人員数
2. メインの動き
· ボタンを押すと、職員にシフトを自動的に割り当てる
· 既存のシフト情報は残したまま、空欄だけを埋める
· 各職員のシフト回数を均等に分散させる
· 同じシフトが連続しないようにする
3. 便利な機能
· 既存のシートから情報をコピーできる
· 通常勤務者と固定・変則勤務者（パート職員など）を分けて管理
· シフトの集計結果を自動表示

3. 具体的な数字を言う
職員管理
· 通常職員数は1～100名まで対応
· 固定・変則勤務者も0～100名まで対応
日付管理
· 1ヶ月の日数は28日から31日まで対応
· 各日付に休園日（ピンク色：RGB(255, 153, 204)）または行事日（緑色：RGB(204, 255, 204)）の色を付ける
シフトパターン
· シフトの種類は1～20種類まで設定可能
· 各シフトには最低人員数と最大人員数を設定（0～職員数の範囲）
配置ルール
· 通常職員のシフト表は、M列（13列目）から開始
· 職員番号と職員名の後に、日付ごとのシフトを横に並べる
· 固定勤務者の表は、通常職員の表の下に4行空けて配置

4.処理の順番を教える
【ステップ1：新しいシフト表を作成】
1. まず、ユーザーに「既存シートから情報をコピーするか？」と聞く
2. 次に、対象月（1～12）を入力してもらう
3. 新しいシートを作成し、「シフト表_○月_日付時刻」という名前をつける
4. 職員数、日数、休園日、行事日、シフトパターンを順番に入力してもらう
5. もし既存シートからコピーする場合は、シフトパターン・職員情報・固定勤務者情報を個別に確認してコピー
【ステップ2：シフト表の枠を作る】
1. 最初に、シフトパターン表を左側（B列から）に作成
2. 次に、通常職員のシフト表を右側（M列から）に作成
3. 日付のヘッダーを作り、列幅を5に設定
4. 休園日と行事日のセルに色を付ける
5. 固定・変則勤務者用の表を下に作成
6. 最後に「更新」ボタンと「使い方・説明」シートを作成
【ステップ3：シフトを自動で割り当てる（「更新」ボタンを押した時）】
1. フェーズ1（最優先）： 各日の最低人員数を満たすように割り当て 
· 各シフトパターンで人が足りない日を探す
· その日にまだシフトが割り当てられていない職員の中から、そのシフトの割り当て回数が少ない人を優先的に選ぶ
2. フェーズ2（次に優先）： すべての空欄を埋める 
· 最大10回まで繰り返しチャレンジ
· 日付の順番と職員の順番をランダムに並び替えて、公平に割り当て
· 各職員に、割り当て回数が最も少ないシフトを優先的に割り当てる
3. フェーズ3（最後の調整）： まだ空欄が残っていたら、条件を少し緩めて割り当て 
· 最大5回まで繰り返しチャレンジ
· 前日・翌日と同じシフトにならないことだけ守って割り当て
【ステップ4：結果を表示】
1. 各職員のシフト集計表を右側に作成
2. 割り当て結果をメッセージで表示（成功率、未割り当てセル数など）

5.見た目を指定する
色の使い方
· 土曜日の列は水色（RGB(217, 217, 217)）のヘッダー
· 休園日の列はピンク色（RGB(255, 153, 204)）で目立たせる
· 行事日の列は緑色（RGB(204, 255, 204)）で目立たせる
表のレイアウト
· すべての表に罫線を引く（内側は細線、外側は太線）
· ヘッダー行は太字にして、グレー（RGB(217, 217, 217)）の背景色
· 文字は中央揃えにして見やすく
列の幅
· 職員番号：10
· 職員名：15
· 日付の各列：5
· シフトパターンのアルファベット：15
· 最低・最大人員数：15

補足：最後にエラーが起きないよう、細心の注意を払ってコードを出力してください
· 実行時にエラーが出ないよう、すべての入力値チェックを行う
· 「On Error Resume Next」と「On Error GoTo ErrorHandler」を適切に使い分ける
· 無限ループを防ぐため、最大ループ回数を設定する（例：10000回まで）

